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協

賛

広

告

有

難

う

ご

ざ

い

ま

す

！

協

賛

広

告

有

難

う

ご

ざ

い

ま

す

！

パ

リ

の

地

で

熱

戦

が

く

り

ひ

ろ

げ

ら

れ

た

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

競

技

大

会

が

閉

会

し

ま

し

た

。

自

衛

隊

体

育

学

校

か

ら

５

競

技

に

７

名

の

選

手

が

参

加

し

、

銀

メ

ダ

ル

３

つ

を

獲

得

し

ま

し

た

。

東

京

都

防

衛

協

会

会

員

の

皆

様

か

ら

選

手

達

に

頂

い

た

応

援

に

対

し

感

謝

申

し

上

げ

ま

す

。

本

節

に

お

い

て

自

衛

隊

体

育

学

校

及

び

パ

リ

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

で

の

選

手

の

活

躍

に

つ

い

て

紹

介

し

ま

す

。

１

９

６

１

年

８

月

、

陸

・

海

・

空

３

自

衛

隊

の

共

同

機

関

と

し

て

部

隊

に

お

け

る

体

育

・

格

闘

指

導

者

の

育

成

と

体

育

に

関

す

る

調

査

研

究

を

目

的

に

学

校

が

創

設

さ

れ

、

翌

年

（

１

９

６

２

年

）

４

月

か

ら

は

国

際

級

選

手

の

育

成

を

目

的

と

す

る

特

別

体

育

課

程

の

教

育

を

開

始

し

東

京

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

（

１

９

６

４

年

）

に

代

表

選

手

を

輩

出

し

メ

ダ

ル

も

獲

得

し

ま

し

た

。

そ

れ

以

来

、

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

選

手

の

育

成

と

メ

ダ

ル

獲

得

を

継

続

し

て

き

て

い

ま

す

。

現

在

、

自

衛

隊

体

育

学

校

は

、

朝

霞

駐

屯

地

（

埼

玉

）

で

夏

季

競

技

選

手

を

、

真

駒

内

駐

屯

地

（

札

幌

）

に

お

い

て

冬

季

競

技

選

手

の

育

成

を

行

っ

て

い

ま

す

。

学

校

で

国

際

級

選

手

を

育

成

す

る

中

で

培

っ

た

知

識

や

技

法

を

部

隊

の

体

育

・

格

闘

指

導

者

の

教

育

の

質

の

向

上

に

つ

な

げ

て

い

ま

す

。

ま

た

、

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

が

目

指

す

「

平

和

な

社

会

の

推

進

を

目

指

す

た

め

に

、

人

類

の

調

和

の

と

れ

た

発

展

に

ス

ポ

ー

ツ

を

役

立

て

る

こ

と

」

へ

の

参

加

は

、

我

が

国

の

平

和

と

独

立

を

守

る

自

衛

隊

と

し

て

も

非

常

に

意

義

の

あ

る

こ

と

と

思

っ

て

い

ま

す

。

ま

ず

レ

ス

リ

ン

グ

で

は

高

谷

大

地

１

等

陸

尉

が

圧

倒

的

な

強

さ

で

決

勝

ま

で

勝

ち

上

が

り

銀

メ

ダ

ル

、

石

黒

隼

士

２

等

陸

曹

が

準

々

決

勝

で

ア

メ

リ

カ

代

表

の

強

豪

相

手

に

健

闘

し

７

位

、

柔

道

で

は

新

添

左

季

２

等

陸

尉

が

混

合

団

体

で

２

勝

を

あ

げ

チ

ー

ム

に

貢

献

し

銀

メ

ダ

ル

、

近

代

五

種

で

は

佐

藤

大

宗

２

等

海

曹

が

フ

ェ

ン

シ

ン

グ

と

馬

術

で

勢

い

に

乗

り

日

本

人

初

の

銀

メ

ダ

ル

、

内

田

美

咲

３

等

陸

曹

が

準

決

勝

の

水

泳

種

目

で

１

位

と

実

力

を

発

揮

し

23

位

、

オ

ー

プ

ン

ウ

ォ

ー

タ

ー

ス

イ

ミ

ン

グ

で

は

蝦

名

愛

梨

２

等

陸

曹

が

目

標

の

入

賞

に

届

か

な

か

っ

た

も

の

の

13

位

、

７

人

制

ラ

グ

ビ

ー

で

は

梶

木

真

凜

３

等

陸

曹

が

日

本

チ

ー

ム

17

ト

ラ

イ

中

の

５

ト

ラ

イ

を

決

め

過

去

最

高

の

９

位

と

そ

れ

ぞ

れ

の

成

果

を

収

め

ま

し

た

。

こ

れ

ら

は

選

手

個

人

の

頑

張

り

は

も

ち

ろ

ん

東

京

都

防

衛

協

会

会

員

と

国

民

の

皆

様

か

ら

の

ご

支

援

・

ご

協

力

の

賜

物

で

あ

り

、

選

手

・

職

員

が

そ

れ

ぞ

れ

の

役

割

を

果

た

し

学

校

が

一

丸

と

な

っ

て

大

会

に

取

り

組

ん

だ

努

力

の

積

み

重

ね

が

結

実

し

た

結

果

で

も

あ

り

ま

す

。

そ

し

て

自

衛

官

ア

ス

リ

ー

ト

が

繰

り

広

げ

た

数

々

の

戦

い

と

多

く

の

ド

ラ

マ

は

、

ス

ポ

ー

ツ

の

素

晴

ら

し

さ

を

示

す

と

と

も

に

、

防

衛

省

・

自

衛

隊

の

精

強

さ

と

、

隊

員

へ

の

自

信

と

誇

り

の

付

与

に

つ

な

が

っ

た

も

の

と

考

え

て

い

ま

す

。

２

年

後

に

は

冬

季

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

が

ミ

ラ

ノ

・

コ

ル

テ

ィ

ナ

ダ

ン

ペ

ッ

ツ

ォ

で

開

催

さ

れ

る

と

と

も

に

ア

ジ

ア

競

技

大

会

が

名

古

屋

で

、

４

年

後

に

は

夏

季

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

が

ロ

サ

ン

ゼ

ル

ス

で

開

催

さ

れ

、

既

に

新

た

な

道

の

り

は

始

ま

っ

て

い

ま

す

。

選

手

が

こ

れ

ま

で

取

り

組

ん

で

き

た

練

習

や

日

々

の

取

り

組

み

は

プ

ラ

ス

の

財

産

で

あ

り

、

こ

れ

ら

を

生

か

し

て

次

の

目

標

に

向

け

て

挑

戦

し

続

け

、

皆

様

の

期

待

に

応

え

続

け

ら

れ

る

よ

う

努

力

し

て

ま

い

り

ま

す

。

（

自

衛

隊

体

育

学

校

広

報

班

）

パ

リ

の

地

で

熱

戦

が

く

り

ひ

ろ

げ

ら

れ

た

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

競

技

大

会

が

閉

会

し

ま

し

た

。

自

衛

隊

体

育

学

校

か

ら

５

競

技

に

７

名

の

選

手

が

参

加

し

、

銀

メ

ダ

ル

３

つ

を

獲

得

し

ま

し

た

。

東

京

都

防

衛

協

会

会

員

の

皆

様

か

ら

選

手

達

に

頂

い

た

応

援

に

対

し

感

謝

申

し

上

げ

ま

す

。

本

節

に

お

い

て

自

衛

隊

体

育

学

校

及

び

パ

リ

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

で

の

選

手

の

活

躍

に

つ

い

て

紹

介

し

ま

す

。

１

９

６

１

年

８

月

、

陸

・

海

・

空

３

自

衛

隊

の

共

同

機

関

と

し

て

部

隊

に

お

け

る

体

育

・

格

闘

指

導

者

の

育

成

と

体

育

に

関

す

る

調

査

研

究

を

目

的

に

学

校

が

創

設

さ

れ

、

翌

年

（

１

９

６

２

年

）

４

月

か

ら

は

国

際

級

選

手

の

育

成

を

目

的

と

す

る

特

別

体

育

課

程

の

教

育

を

開

始

し

東

京

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

（

１

９

６

４

年

）

に

代

表

選

手

を

輩

出

し

メ

ダ

ル

も

獲

得

し

ま

し

た

。

そ

れ

以

来

、

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

選

手

の

育

成

と

メ

ダ

ル

獲

得

を

継

続

し

て

き

て

い

ま

す

。

現

在

、

自

衛

隊

体

育

学

校

は

、

朝

霞

駐

屯

地

（

埼

玉

）

で

夏

季

競

技

選

手

を

、

真

駒

内

駐

屯

地

（

札

幌

）

に

お

い

て

冬

季

競

技

選

手

の

育

成

を

行

っ

て

い

ま

す

。

学

校

で

国

際

級

選

手

を

育

成

す

る

中

で

培

っ

た

知

識

や

技

法

を

部

隊

の

体

育

・

格

闘

指

導

者

の

教

育

の

質

の

向

上

に

つ

な

げ

て

い

ま

す

。

ま

た

、

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

が

目

指

す

「

平

和

な

社

会

の

推

進

を

目

指

す

た

め

に

、

人

類

の

調

和

の

と

れ

た

発

展

に

ス

ポ

ー

ツ

を

役

立

て

る

こ

と

」

へ

の

参

加

は

、

我

が

国

の

平

和

と

独

立

を

守

る

自

衛

隊

と

し

て

も

非

常

に

意

義

の

あ

る

こ

と

と

思

っ

て

い

ま

す

。

ま

ず

レ

ス

リ

ン

グ

で

は

高

谷

大

地

１

等

陸

尉

が

圧

倒

的

な

強

さ

で

決

勝

ま

で

勝

ち

上

が

り

銀

メ

ダ

ル

、

石

黒

隼

士

２

等

陸

曹

が

準

々

決

勝

で

ア

メ

リ

カ

代

表

の

強

豪

相

手

に

健

闘

し

７

位

、

柔

道

で

は

新

添

左

季

２

等

陸

尉

が

混

合

団

体

で

２

勝

を

あ

げ

チ

ー

ム

に

貢

献

し

銀

メ

ダ

ル

、

近

代

五

種

で

は

佐

藤

大

宗

２

等

海

曹

が

フ

ェ

ン

シ

ン

グ

と

馬

術

で

勢

い

に

乗

り

日

本

人

初

の

銀

メ

ダ

ル

、

内

田

美

咲

３

等

陸

曹

が

準

決

勝

の

水

泳

種

目

で

１

位

と

実

力

を

発

揮

し

23

位

、

オ

ー

プ

ン

ウ

ォ

ー

タ

ー

ス

イ

ミ

ン

グ

で

は

蝦

名

愛

梨

２

等

陸

曹

が

目

標

の

入

賞

に

届

か

な

か

っ

た

も

の

の

13

位

、

７

人

制

ラ

グ

ビ

ー

で

は

梶

木

真

凜

３

等

陸

曹

が

日

本

チ

ー

ム

17

ト

ラ

イ

中

の

５

ト

ラ

イ

を

決

め

過

去

最

高

の

９

位

と

そ

れ

ぞ

れ

の

成

果

を

収

め

ま

し

た

。

こ

れ

ら

は

選

手

個

人

の

頑

張

り

は

も

ち

ろ

ん

東

京

都

防

衛

協

会

会

員

と

国

民

の

皆

様

か

ら

の

ご

支

援

・

ご

協

力

の

賜

物

で

あ

り

、

選

手

・

職

員

が

そ

れ

ぞ

れ

の

役

割

を

果

た

し

学

校

が

一

丸

と

な

っ

て

大

会

に

取

り

組

ん

だ

努

力

の

積

み

重

ね

が

結

実

し

た

結

果

で

も

あ

り

ま

す

。

そ

し

て

自

衛

官

ア

ス

リ

ー

ト

が

繰

り

広

げ

た

数

々

の

戦

い

と

多

く

の

ド

ラ

マ

は

、

ス

ポ

ー

ツ

の

素

晴

ら

し

さ

を

示

す

と

と

も

に

、

防

衛

省

・

自

衛

隊

の

精

強

さ

と

、

隊

員

へ

の

自

信

と

誇

り

の

付

与

に

つ

な

が

っ

た

も

の

と

考

え

て

い

ま

す

。

２

年

後

に

は

冬

季

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

が

ミ

ラ

ノ

・

コ

ル

テ

ィ

ナ

ダ

ン

ペ

ッ

ツ

ォ

で

開

催

さ

れ

る

と

と

も

に

ア

ジ

ア

競

技

大

会

が

名

古

屋

で

、

４

年

後

に

は

夏

季

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

が

ロ

サ

ン

ゼ

ル

ス

で

開

催

さ

れ

、

既

に

新

た

な

道

の

り

は

始

ま

っ

て

い

ま

す

。

選

手

が

こ

れ

ま

で

取

り

組

ん

で

き

た

練

習

や

日

々

の

取

り

組

み

は

プ

ラ

ス

の

財

産

で

あ

り

、

こ

れ

ら

を

生

か

し

て

次

の

目

標

に

向

け

て

挑

戦

し

続

け

、

皆

様

の

期

待

に

応

え

続

け

ら

れ

る

よ

う

努

力

し

て

ま

い

り

ま

す

。

（

自

衛

隊

体

育

学

校

広

報

班

）

自

衛

隊

体

育

学

校

パ

リ

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

を

終

え

た

自

衛

隊

体

育

学

校

に

つ

い

て

、

本

稿

で

紹

介

し

ま

す

。

自

衛

隊

体

育

学

校

パ

リ

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

を

終

え

た

自

衛

隊

体

育

学

校

に

つ

い

て

、

本

稿

で

紹

介

し

ま

す

。

は

じ

め

に

は

じ

め

に

自

衛

隊

体

育

学

校

に

つ

い

て

自

衛

隊

体

育

学

校

に

つ

い

て

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

で

の

選

手

の

活

躍

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

で

の

選

手

の

活

躍

今

後

に

つ

い

て

今

後

に

つ

い

て

令

和

４

年

１

２

月

に

策

定

さ

れ

た

安

保

３

文

書

の

「

国

家

防

衛

戦

略

」

の

中

で

、

防

衛

力

の

抜

本

的

強

化

に

当

た

っ

て

重

視

す

る

７

つ

の

能

力

の

中

に

「

統

合

防

空

ミ

サ

イ

ル

防

衛

能

力

」

が

位

置

付

け

ら

れ

て

い

ま

す

。

こ

れ

ま

で

は

、

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

を

通

じ

て

装

備

品

を

一

体

的

に

運

用

す

る

「

総

合

ミ

サ

イ

ル

防

衛

」

で

日

本

の

守

り

を

担

っ

て

き

ま

し

た

。

そ

の

主

体

は

、

航

空

自

衛

隊

の

J
A
D
G
E

シ

ス

テ

ム

を

中

核

と

し

た

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

の

下

に

、

先

ず

ミ

ッ

ド

コ

ー

ス

段

階

（

大

気

圏

外

）

に

お

い

て

海

上

自

衛

隊

の

イ

ー

ジ

ス

艦

が

迎

撃

し

、

次

に

タ

ー

ミ

ナ

ル

段

階

（

大

気

圏

に

再

突

入

し

て

着

弾

す

る

ま

で

の

段

階

）

に

お

い

て

航

空

自

衛

隊

の

ペ

ト

リ

オ

ッ

ト

P
A
C

-
3

が

迎

撃

す

る

２

層

防

衛

体

制

を

構

築

し

て

い

ま

し

た

。

陸

上

自

衛

隊

に

配

備

予

定

で

あ

っ

た

イ

ー

ジ

ス

ア

シ

ョ

ア

が

急

遽

計

画

中

止

と

な

っ

た

た

め

、

航

空

自

衛

隊

と

海

上

自

衛

隊

主

体

で

の

対

応

で

し

た

が

、

限

ら

れ

た

運

用

態

勢

で

部

隊

へ

の

負

担

も

増

え

、

か

つ

、

我

が

国

周

辺

に

お

い

て

は

極

超

音

速

滑

空

兵

器

（

H
G
V

）

等

の

ミ

サ

イ

ル

技

術

の

進

展

や

飽

和

攻

撃

を

可

能

と

す

る

運

用

能

力

の

向

上

が

図

ら

れ

て

お

り

、

総

合

ミ

サ

イ

ル

防

衛

だ

け

で

は

対

応

が

困

難

な

状

況

と

な

り

ま

し

た

。

こ

の

た

め

、

迎

撃

ア

セ

ッ

ト

の

強

化

と

し

て

、

海

上

自

衛

隊

の

イ

ー

ジ

ス

・

シ

ス

テ

ム

搭

載

艦

の

整

備

、

航

空

自

衛

隊

は

防

護

範

囲

を

拡

大

し

、

能

力

向

上

を

図

っ

た

ペ

ト

リ

オ

ッ

ト

P
A
C

-
3
M
S
E

の

整

備

、

陸

上

自

衛

隊

に

お

い

て

は

０

３

式

中

距

離

地

対

空

誘

導

弾

（

中

S

A
M

）

改

善

型

の

能

力

向

上

に

よ

り

、

H
G
V

や

弾

道

ミ

サ

イ

ル

対

処

を

可

能

と

す

る

開

発

が

進

め

ら

れ

て

お

り

、

陸

海

空

の

統

合

防

空

ミ

サ

イ

ル

防

衛

態

勢

が

構

築

さ

れ

る

予

定

で

す

。

ま

た

、

セ

ン

サ

ー

・

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

等

の

強

化

に

よ

り

、

H
G
V

等

を

早

期

に

探

知

・

追

尾

す

る

機

能

の

強

化

や

A
I

の

導

入

に

よ

り

、

最

適

な

兵

器

割

り

当

て

を

実

現

す

る

こ

と

が

期

待

さ

れ

て

い

ま

す

。

更

に

、

ミ

サ

イ

ル

の

着

実

な

調

達

に

よ

り

、

継

続

的

に

戦

闘

を

行

う

能

力

が

向

上

す

る

と

考

え

ら

れ

ま

す

。

こ

の

体

制

に

加

え

て

、

反

撃

能

力

を

保

有

す

る

こ

と

に

よ

り

、

相

手

か

ら

ミ

サ

イ

ル

等

に

よ

る

攻

撃

が

な

さ

れ

た

場

合

、

統

合

防

空

ミ

サ

イ

ル

防

衛

に

よ

り

、

飛

来

す

る

ミ

サ

イ

ル

等

を

迎

撃

し

つ

つ

、

相

手

か

ら

の

更

な

る

攻

撃

を

防

ぐ

た

め

に

、

我

が

国

か

ら

有

効

な

反

撃

を

相

手

に

加

え

る

能

力

を

保

有

す

る

こ

と

に

よ

り

、

相

手

に

攻

撃

を

思

い

と

ど

ま

ら

せ

、

ミ

サ

イ

ル

等

攻

撃

そ

の

も

の

を

抑

止

す

る

こ

と

と

し

て

い

ま

す

。日

本

は

、

四

面

環

海

の

島

国

で

あ

り

、

日

本

を

攻

撃

す

る

に

は

、

先

ず

空

か

ら

の

攻

撃

が

予

想

さ

れ

ま

す

。

そ

の

備

え

を

担

う

の

が

「

統

合

防

空

ミ

サ

イ

ル

防

衛

」

で

あ

り

、

ウ

ク

ラ

イ

ナ

で

生

起

し

て

い

る

現

状

か

ら

判

断

す

る

と

、

陸

続

き

の

ウ

ク

ラ

イ

ナ

に

お

い

て

は

、

一

般

市

民

は

陸

路

で

の

避

難

が

可

能

で

あ

り

、

逃

げ

や

す

い

状

況

に

あ

り

ま

す

が

、

日

本

の

場

合

は

、

島

国

の

た

め

一

般

市

民

を

国

内

に

避

難

さ

せ

た

中

で

の

紛

争

が

生

起

し

て

し

ま

い

ま

す

。

こ

の

た

め

、

統

合

防

空

ミ

サ

イ

ル

防

衛

能

力

を

強

化

し

て

、

日

本

を

攻

撃

し

て

も

守

り

は

堅

く

反

撃

さ

れ

る

の

で

、

や

め

て

お

こ

う

と

相

手

に

思

わ

せ

る

こ

と

が

必

要

で

す

。

戦

争

を

始

め

な

い

努

力

を

惜

し

ま

ず

に

、

し

っ

か

り

と

し

た

防

空

体

制

を

構

築

す

る

こ

と

が

今

後

益

々

望

ま

れ

ま

す

。

令

和

４

年

１

２

月

に

策

定

さ

れ

た

安

保

３

文

書

の

「

国

家

防

衛

戦

略

」

の

中

で

、

防

衛

力

の

抜

本

的

強

化

に

当

た

っ

て

重

視

す

る

７

つ

の

能

力

の

中

に

「

統

合

防

空

ミ

サ

イ

ル

防

衛

能

力

」

が

位

置

付

け

ら

れ

て

い

ま

す

。

こ

れ

ま

で

は

、

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

を

通

じ

て

装

備

品

を

一

体

的

に

運

用

す

る

「

総

合

ミ

サ

イ

ル

防

衛

」

で

日

本

の

守

り

を

担

っ

て

き

ま

し

た

。

そ

の

主

体

は

、

航

空

自

衛

隊

の

J
A
D
G
E

シ

ス

テ

ム

を

中

核

と

し

た

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

の

下

に

、

先

ず

ミ

ッ

ド

コ

ー

ス

段

階

（

大

気

圏

外

）

に

お

い

て

海

上

自

衛

隊

の

イ

ー

ジ

ス

艦

が

迎

撃

し

、

次

に

タ

ー

ミ

ナ

ル

段

階

（

大

気

圏

に

再

突

入

し

て

着

弾

す

る

ま

で

の

段

階

）

に

お

い

て

航

空

自

衛

隊

の

ペ

ト

リ

オ

ッ

ト

P
A
C

-
3

が

迎

撃

す

る

２

層

防

衛

体

制

を

構

築

し

て

い

ま

し

た

。

陸

上

自

衛

隊

に

配

備

予

定

で

あ

っ

た

イ

ー

ジ

ス

ア

シ

ョ

ア

が

急

遽

計

画

中

止

と

な

っ

た

た

め

、

航

空

自

衛

隊

と

海

上

自

衛

隊

主

体

で

の

対

応

で

し

た

が

、

限

ら

れ

た

運

用

態

勢

で

部

隊

へ

の

負

担

も

増

え

、

か

つ

、

我

が

国

周

辺

に

お

い

て

は

極

超

音

速

滑

空

兵

器

（

H
G
V

）

等

の

ミ

サ

イ

ル

技

術

の

進

展

や

飽

和

攻

撃

を

可

能

と

す

る

運

用

能

力

の

向

上

が

図

ら

れ

て

お

り

、

総

合

ミ

サ

イ

ル

防

衛

だ

け

で

は

対

応

が

困

難

な

状

況

と

な

り

ま

し

た

。

こ

の

た

め

、

迎

撃

ア

セ

ッ

ト

の

強

化

と

し

て

、

海

上

自

衛

隊

の

イ

ー

ジ

ス

・

シ

ス

テ

ム

搭

載

艦

の

整

備

、

航

空

自

衛

隊

は

防

護

範

囲

を

拡

大

し

、

能

力

向

上

を

図

っ

た

ペ

ト

リ

オ

ッ

ト

P
A
C

-
3
M
S
E

の

整

備

、

陸

上

自

衛

隊

に

お

い

て

は

０

３

式

中

距

離

地

対

空

誘

導

弾

（

中

S

A
M

）

改

善

型

の

能

力

向

上

に

よ

り

、

H
G
V

や

弾

道

ミ

サ

イ

ル

対

処

を

可

能

と

す

る

開

発

が

進

め

ら

れ

て

お

り

、

陸

海

空

の

統

合

防

空

ミ

サ

イ

ル

防

衛

態

勢

が

構

築

さ

れ

る

予

定

で

す

。

ま

た

、

セ

ン

サ

ー

・

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

等

の

強

化

に

よ

り

、

H
G
V

等

を

早

期

に

探

知

・

追

尾

す

る

機

能

の

強

化

や

A
I

の

導

入

に

よ

り

、

最

適

な

兵

器

割

り

当

て

を

実

現

す

る

こ

と

が

期

待

さ

れ

て

い

ま

す

。

更

に

、

ミ

サ

イ

ル

の

着

実

な

調

達

に

よ

り

、

継

続

的

に

戦

闘

を

行

う

能

力

が

向

上

す

る

と

考

え

ら

れ

ま

す

。

こ

の

体

制

に

加

え

て

、

反

撃

能

力

を

保

有

す

る

こ

と

に

よ

り

、

相

手

か

ら

ミ

サ

イ

ル

等

に

よ

る

攻

撃

が

な

さ

れ

た

場

合

、

統

合

防

空

ミ

サ

イ

ル

防

衛

に

よ

り

、

飛

来

す

る

ミ

サ

イ

ル

等

を

迎

撃

し

つ

つ

、

相

手

か

ら

の

更

な

る

攻

撃

を

防

ぐ

た

め

に

、

我

が

国

か

ら

有

効

な

反

撃

を

相

手

に

加

え

る

能

力

を

保

有

す

る

こ

と

に

よ

り

、

相

手

に

攻

撃

を

思

い

と

ど

ま

ら

せ

、

ミ

サ

イ

ル

等

攻

撃

そ

の

も

の

を

抑

止

す

る

こ

と

と

し

て

い

ま

す

。日

本

は

、

四

面

環

海

の

島

国

で

あ

り

、

日

本

を

攻

撃

す

る

に

は

、

先

ず

空

か

ら

の

攻

撃

が

予

想

さ

れ

ま

す

。

そ

の

備

え

を

担

う

の

が

「

統

合

防

空

ミ

サ

イ

ル

防

衛

」

で

あ

り

、

ウ

ク

ラ

イ

ナ

で

生

起

し

て

い

る

現

状

か

ら

判

断

す

る

と

、

陸

続

き

の

ウ

ク

ラ

イ

ナ

に

お

い

て

は

、

一

般

市

民

は

陸

路

で

の

避

難

が

可

能

で

あ

り

、

逃

げ

や

す

い

状

況

に

あ

り

ま

す

が

、

日

本

の

場

合

は

、

島

国

の

た

め

一

般

市

民

を

国

内

に

避

難

さ

せ

た

中

で

の

紛

争

が

生

起

し

て

し

ま

い

ま

す

。

こ

の

た

め

、

統

合

防

空

ミ

サ

イ

ル

防

衛

能

力

を

強

化

し

て

、

日

本

を

攻

撃

し

て

も

守

り

は

堅

く

反

撃

さ

れ

る

の

で

、

や

め

て

お

こ

う

と

相

手

に

思

わ

せ

る

こ

と

が

必

要

で

す

。

戦

争

を

始

め

な

い

努

力

を

惜

し

ま

ず

に

、

し

っ

か

り

と

し

た

防

空

体

制

を

構

築

す

る

こ

と

が

今

後

益

々

望

ま

れ

ま

す

。

防衛サロン防衛サロン

「

統

合

防

空

ミ

サ

イ

ル

防

衛

能

力

」

ー

防

衛

力

の

抜

本

的

強

化

に

当

た

っ

て

重

視

す

る

七

つ

の

能

力

ー

東

京

都

防

衛

協

会

常

任

理

事

藤

田

浩

和

「

統

合

防

空

ミ

サ

イ

ル

防

衛

能

力

」

ー

防

衛

力

の

抜

本

的

強

化

に

当

た

っ

て

重

視

す

る

七

つ

の

能

力

ー

東

京

都

防

衛

協

会

常

任

理

事

藤

田

浩

和

七嶋体育学校長七嶋体育学校長

防衛大臣を囲んで防衛大臣を囲んで



第

41

代

師

団

長

と

し

て

鳥

海

誠

司

（

と

り

う

み

せ

い

じ

）

陸

将

が

８

月

２

日

付

で

着

任

し

た

。

鳥

海

師

団

長

は

練

馬

駐

屯

地

に

到

着

後

、

慰

霊

碑

及

び

頭

号

師

団

慰

霊

顕

彰

室

に

お

い

て

献

花

し

、

殉

職

隊

員

に

哀

悼

の

誠

を

捧

げ

た

。

じ

後

、

儀

じ

ょ

う

隊

の

栄

誉

礼

を

受

け

着

任

式

に

臨

ん

だ

。

師

団

長

は

着

任

式

に

お

い

て

、

儀

じ

ょ

う

隊

及

び

ら

っ

ぱ

隊

の

行

進

儀

じ

ょ

う

に

よ

り

式

場

に

入

場

し

、

頭

号

師

団

各

部

隊

の

威

風

堂

々

た

る

雄

姿

を

確

認

し

た

。師

団

長

は

前

任

地

帯

広

か

ら

着

任

し

た

こ

と

か

ら

「

練

馬

は

暑

い

。

こ

の

暑

い

中

に

着

任

式

を

挙

行

し

て

く

れ

た

隊

員

諸

官

に

感

謝

を

す

る

。

こ

の

初

心

を

忘

れ

ず

、

こ

の

第

１

師

団

の

指

揮

を

執

る

」

と

感

謝

の

気

持

ち

と

ユ

ー

モ

ア

を

交

え

緊

張

の

面

持

ち

の

頭

号

戦

士

を

和

ま

せ

る

と

、

統

率

方

針

「

使

命

を

果

た

す

」

、

要

望

事

項

「

信

頼

」

「

安

全

」

を

明

示

す

る

と

と

も

に

、

「

隊

員

の

安

全

な

く

し

て

、

ご

家

族

の

信

頼

や

隊

員

一

人

一

人

の

信

頼

を

掴

め

る

も

の

で

は

な

い

。

隊

員

の

安

全

は

、

最

優

先

で

あ

る

。

一

緒

に

第

１

師

団

の

信

頼

を

築

い

て

い

こ

う

」

と

述

べ

た

。

じ

後

、

司

令

部

の

幹

部

挨

拶

、

現

況

報

告

を

受

け

た

。

着

任

式

に

お

い

て

儀

じ

ょ

う

隊

長

と

し

て

参

加

し

た

第

１

普

通

科

連

隊

重

迫

撃

砲

中

隊

の

角

田

２

尉

は

「

師

団

の

第

一

印

象

と

な

る

儀

じ

よ

う

隊

と

い

う

重

責

を

担

い

全

身

全

霊

で

臨

み

、

隊

一

丸

と

な

っ

て

そ

の

使

命

を

果

た

す

こ

と

が

で

き

た

」

と

話

し

た

。

ま

た

、

ら

っ

ぱ

隊

長

と

し

て

参

加

し

た

１

普

連

重

迫

中

の

中

矢

３

曹

は

「

伝

統

あ

る

第

１

師

団

ら

っ

ぱ

隊

の

吹

奏

技

術

・

基

本

教

練

の

練

度

を

顕

示

す

る

強

い

気

持

ち

で

着

任

式

に

臨

み

ま

し

た

。

不

安

も

あ

り

ま

し

た

が

、

日

本

一

で

あ

る

第

１

師

団

ら

っ

ぱ

隊

を

指

揮

す

る

こ

と

が

で

き

光

栄

で

し

た

」

と

話

し

た

。

ア

フ

リ

カ

東

部

ソ

マ

リ

ア

沖

ア

デ

ン

湾

で

の

海

賊

対

策

に

当

た

る

派

遣

海

賊

対

処

行

動

支

援

隊

（

Ｄ

Ｇ

Ｐ

Ｅ

）

の

第

21

次

要

員

に

派

遣

さ

れ

て

い

た

師

団

の

隊

員

76

人

の

帰

国

行

事

が

７

月

31

日

に

大

宮

駐

屯

地

（

第

１

派

）

で

、

８

月

３

日

に

練

馬

駐

屯

地

（

第

２

派

）

で

そ

れ

ぞ

れ

行

わ

れ

た

。

帰

国

し

た

派

遣

隊

員

は

、

家

族

や

駐

屯

地

の

隊

員

ら

多

く

の

出

迎

え

を

受

け

、

笑

顔

で

駐

屯

地

内

を

行

進

し

た

。

帰

国

行

事

で

は

師

団

長

よ

り

労

い

の

言

葉

が

か

け

ら

れ

、

隊

員

一

人

一

人

が

派

遣

先

で

の

思

い

出

等

を

ス

ピ

ー

チ

し

た

。

会

場

は

笑

い

に

包

ま

れ

無

事

に

任

務

を

完

遂

し

帰

国

し

た

こ

と

を

喜

び

合

っ

た

。

第

１

施

設

大

隊

の

大

家

２

曹

は

奥

様

、

娘

さ

ん

に

下

は

２

歳

か

ら

の

３

人

の

息

子

さ

ん

を

日

本

に

残

し

、

派

遣

行

動

支

援

業

務

隊

施

設

班

の

先

任

陸

曹

と

し

て

任

務

を

完

遂

し

家

族

の

も

と

に

戻

っ

て

き

た

。

中

学

１

年

生

の

娘

さ

ん

の

凛

桜

（

り

お

）

さ

ん

は

お

父

さ

ん

が

不

在

の

間

、

学

業

と

部

活

の

陸

上

を

頑

張

り

つ

つ

、

お

母

さ

ん

の

お

手

伝

い

に

下

の

兄

弟

３

人

の

世

話

と

、

お

父

さ

ん

不

在

の

家

を

お

母

さ

ん

と

一

緒

に

守

っ

て

き

た

。

「

パ

パ

が

無

事

に

帰

っ

て

来

て

う

れ

し

い

。

ま

た

自

慢

の

パ

パ

と

一

緒

に

ラ

ン

ニ

ン

グ

を

し

た

い

。

何

よ

り

も

た

く

さ

ん

甘

え

た

い

」

と

笑

顔

で

話

し

て

く

れ

た

。

そ

れ

に

笑

顔

で

答

え

る

大

家

２

曹

の

目

じ

り

に

は

輝

く

も

の

が

あ

っ

た

。

家

族

全

員

で

任

務

を

完

遂

し

た

二

人

の

真

っ

黒

に

焼

け

た

笑

顔

に

輝

く

白

い

歯

が

印

象

的

で

あ

っ

た

。

師

団

は

各

種

事

態

対

処

に

お

け

る

実

際

的

な

任

務

遂

行

能

力

の

向

上

を

図

る

た

め

、

師

団

長

要

望

事

項

の

一

つ

「

創

造

的

破

壊

へ

の

挑

戦

」

を

具

現

す

べ

く

、

訓

練

場

所

を

自

衛

隊

の

訓

練

施

設

の

み

に

限

ら

ず

、

公

共

施

設

等

を

用

い

て

演

習

を

行

う

と

と

も

に

、

各

関

係

機

関

の

参

加

協

力

を

得

た

各

種

協

同

訓

練

を

行

い

、

首

都

機

能

維

持

に

寄

与

し

得

る

真

に

戦

え

る

部

隊

の

創

造

に

努

め

て

い

る

。

師

団

は

５

月

８

日

か

ら

７

月

２

日

ま

で

の

間

、

首

都

機

能

の

維

持

に

必

要

な

作

戦

遂

行

能

力

の

向

上

を

図

る

こ

と

を

目

的

と

し

、

情

勢

の

推

移

に

応

じ

た

作

戦

準

備

か

ら

作

戦

行

動

に

つ

い

て

恒

常

の

隊

務

と

並

行

し

て

約

２

カ

月

に

わ

た

る

第

１

次

師

団

演

習

に

臨

ん

だ

。

６

月

19

日

に

は

駐

屯

地

給

水

施

設

の

異

状

に

よ

り

水

道

が

停

止

し

た

と

の

想

定

で

、

駐

屯

地

の

警

備

任

務

と

並

行

し

て

第

１

後

方

支

援

連

隊

は

駐

屯

地

食

堂

に

対

す

る

給

水

支

援

、

併

せ

て

駐

屯

地

内

の

各

部

隊

に

対

す

る

１

ｔ

水

ト

レ

ー

ラ

へ

の

給

水

支

援

を

行

っ

た

。

１

後

支

は

駐

屯

地

給

水

塔

及

び

光

が

丘

公

園

の

災

害

給

水

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

（

東

京

都

練

馬

区

）

に

そ

れ

ぞ

れ

補

給

隊

の

給

水

支

援

組

を

派

遣

し

、

各

取

水

点

で

の

水

質

検

査

及

び

水

質

判

定

を

迅

速

・

正

確

に

行

う

と

と

も

に

、

練

馬

駐

屯

地

給

水

塔

か

ら

の

取

水

で

は

浄

水

が

必

要

と

の

水

質

判

定

結

果

か

ら

、

浄

水

セ

ッ

ト

を

展

開

し

て

浄

水

し

た

給

水

に

よ

り

駐

屯

地

食

堂

の

運

営

に

寄

与

し

た

。

光

が

丘

公

園

の

災

害

給

水

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

は

、

災

害

等

に

備

え

大

型

の

緊

急

車

両

等

が

円

滑

に

進

入

で

き

る

よ

う

に

整

備

さ

れ

て

い

る

た

め

、

公

園

管

理

事

務

所

と

の

連

携

に

よ

り

、

補

給

隊

は

迅

速

に

取

水

点

ま

で

進

入

で

き

た

。

進

入

後

に

は

緊

急

車

両

等

の

受

入

れ

準

備

を

行

っ

て

い

た

東

京

都

水

道

局

と

連

携

し

て

速

や

か

に

水

質

確

認

と

取

水

を

行

い

、

練

馬

駐

屯

地

に

お

い

て

駐

屯

地

内

の

各

部

隊

に

給

水

支

援

を

行

っ

た

。

第

41

代

師

団

長

と

し

て

鳥

海

誠

司

（

と

り

う

み

せ

い

じ

）

陸

将

が

８

月

２

日

付

で

着

任

し

た

。

鳥

海

師

団

長

は

練

馬

駐

屯

地

に

到

着

後

、

慰

霊

碑

及

び

頭

号

師

団

慰

霊

顕

彰

室

に

お

い

て

献

花

し

、

殉

職

隊

員

に

哀

悼

の

誠

を

捧

げ

た

。

じ

後

、

儀

じ

ょ

う

隊

の

栄

誉

礼

を

受

け

着

任

式

に

臨

ん

だ

。

師

団

長

は

着

任

式

に

お

い

て

、

儀

じ

ょ

う

隊

及

び

ら

っ

ぱ

隊

の

行

進

儀

じ

ょ

う

に

よ

り

式

場

に

入

場

し

、

頭

号

師

団

各

部

隊

の

威

風

堂

々

た

る

雄

姿

を

確

認

し

た

。師

団

長

は

前

任

地

帯

広

か

ら

着

任

し

た

こ

と

か

ら

「

練

馬

は

暑

い

。

こ

の

暑

い

中

に

着

任

式

を

挙

行

し

て

く

れ

た

隊

員

諸

官

に

感

謝

を

す

る

。

こ

の

初

心

を

忘

れ

ず

、

こ

の

第

１

師

団

の

指

揮

を

執

る

」

と

感

謝

の

気

持

ち

と

ユ

ー

モ

ア

を

交

え

緊

張

の

面

持

ち

の

頭

号

戦

士

を

和

ま

せ

る

と

、

統

率

方

針

「

使

命

を

果

た

す

」

、

要

望

事

項

「

信

頼

」

「

安

全

」

を

明

示

す

る

と

と

も

に

、

「

隊

員

の

安

全

な

く

し

て

、

ご

家

族

の

信

頼

や

隊

員

一

人

一

人

の

信

頼

を

掴

め

る

も

の

で

は

な

い

。

隊

員

の

安

全

は

、

最

優

先

で

あ

る

。

一

緒

に

第

１

師

団

の

信

頼

を

築

い

て

い

こ

う

」

と

述

べ

た

。

じ

後

、

司

令

部

の

幹

部

挨

拶

、

現

況

報

告

を

受

け

た

。

着

任

式

に

お

い

て

儀

じ

ょ

う

隊

長

と

し

て

参

加

し

た

第

１

普

通

科

連

隊

重

迫

撃

砲

中

隊

の

角

田

２

尉

は

「

師

団

の

第

一

印

象

と

な

る

儀

じ

よ

う

隊

と

い

う

重

責

を

担

い

全

身

全

霊

で

臨

み

、

隊

一

丸

と

な

っ

て

そ

の

使

命

を

果

た

す

こ

と

が

で

き

た

」

と

話

し

た

。

ま

た

、

ら

っ

ぱ

隊

長

と

し

て

参

加

し

た

１

普

連

重

迫

中

の

中

矢

３

曹

は

「

伝

統

あ

る

第

１

師

団

ら

っ

ぱ

隊

の

吹

奏

技

術

・

基

本

教

練

の

練

度

を

顕

示

す

る

強

い

気

持

ち

で

着

任

式

に

臨

み

ま

し

た

。

不

安

も

あ

り

ま

し

た

が

、

日

本

一

で

あ

る

第

１

師

団

ら

っ

ぱ

隊

を

指

揮

す

る

こ

と

が

で

き

光

栄

で

し

た

」

と

話

し

た

。

ア

フ

リ

カ

東

部

ソ

マ

リ

ア

沖

ア

デ

ン

湾

で

の

海

賊

対

策

に

当

た

る

派

遣

海

賊

対

処

行

動

支

援

隊

（

Ｄ

Ｇ

Ｐ

Ｅ

）

の

第

21

次

要

員

に

派

遣

さ

れ

て

い

た

師

団

の

隊

員

76

人

の

帰

国

行

事

が

７

月

31

日

に

大

宮

駐

屯

地

（

第

１

派

）

で

、

８

月

３

日

に

練

馬

駐

屯

地

（

第

２

派

）

で

そ

れ

ぞ

れ

行

わ

れ

た

。

帰

国

し

た

派

遣

隊

員

は

、

家

族

や

駐

屯

地

の

隊

員

ら

多

く

の

出

迎

え

を

受

け

、

笑

顔

で

駐

屯

地

内

を

行

進

し

た

。

帰

国

行

事

で

は

師

団

長

よ

り

労

い

の

言

葉

が

か

け

ら

れ

、

隊

員

一

人

一

人

が

派

遣

先

で

の

思

い

出

等

を

ス

ピ

ー

チ

し

た

。

会

場

は

笑

い

に

包

ま

れ

無

事

に

任

務

を

完

遂

し

帰

国

し

た

こ

と

を

喜

び

合

っ

た

。

第

１

施

設

大

隊

の

大

家

２

曹

は

奥

様

、

娘

さ

ん

に

下

は

２

歳

か

ら

の

３

人

の

息

子

さ

ん

を

日

本

に

残

し

、

派

遣

行

動

支

援

業

務

隊

施

設

班

の

先

任

陸

曹

と

し

て

任

務

を

完

遂

し

家

族

の

も

と

に

戻

っ

て

き

た

。

中

学

１

年

生

の

娘

さ

ん

の

凛

桜

（

り

お

）

さ

ん

は

お

父

さ

ん

が

不

在

の

間

、

学

業

と

部

活

の

陸

上

を

頑

張

り

つ

つ

、

お

母

さ

ん

の

お

手

伝

い

に

下

の

兄

弟

３

人

の

世

話

と

、

お

父

さ

ん

不

在

の

家

を

お

母

さ

ん

と

一

緒

に

守

っ

て

き

た

。

「

パ

パ

が

無

事

に

帰

っ

て

来

て

う

れ

し

い

。

ま

た

自

慢

の

パ

パ

と

一

緒

に

ラ

ン

ニ

ン

グ

を

し

た

い

。

何

よ

り

も

た

く

さ

ん

甘

え

た

い

」

と

笑

顔

で

話

し

て

く

れ

た

。

そ

れ

に

笑

顔

で

答

え

る

大

家

２

曹

の

目

じ

り

に

は

輝

く

も

の

が

あ

っ

た

。

家

族

全

員

で

任

務

を

完

遂

し

た

二

人

の

真

っ

黒

に

焼

け

た

笑

顔

に

輝

く

白

い

歯

が

印

象

的

で

あ

っ

た

。

師

団

は

各

種

事

態

対

処

に

お

け

る

実

際

的

な

任

務

遂

行

能

力

の

向

上

を

図

る

た

め

、

師

団

長

要

望

事

項

の

一

つ

「

創

造

的

破

壊

へ

の

挑

戦

」

を

具

現

す

べ

く

、

訓

練

場

所

を

自

衛

隊

の

訓

練

施

設

の

み

に

限

ら

ず

、

公

共

施

設

等

を

用

い

て

演

習

を

行

う

と

と

も

に

、

各

関

係

機

関

の

参

加

協

力

を

得

た

各

種

協

同

訓

練

を

行

い

、

首

都

機

能

維

持

に

寄

与

し

得

る

真

に

戦

え

る

部

隊

の

創

造

に

努

め

て

い

る

。

師

団

は

５

月

８

日

か

ら

７

月

２

日

ま

で

の

間

、

首

都

機

能

の

維

持

に

必

要

な

作

戦

遂

行

能

力

の

向

上

を

図

る

こ

と

を

目

的

と

し

、

情

勢

の

推

移

に

応

じ

た

作

戦

準

備

か

ら

作

戦

行

動

に

つ

い

て

恒

常

の

隊

務

と

並

行

し

て

約

２

カ

月

に

わ

た

る

第

１

次

師

団

演

習

に

臨

ん

だ

。

６

月

19

日

に

は

駐

屯

地

給

水

施

設

の

異

状

に

よ

り

水

道

が

停

止

し

た

と

の

想

定

で

、

駐

屯

地

の

警

備

任

務

と

並

行

し

て

第

１

後

方

支

援

連

隊

は

駐

屯

地

食

堂

に

対

す

る

給

水

支

援

、

併

せ

て

駐

屯

地

内

の

各

部

隊

に

対

す

る

１

ｔ

水

ト

レ

ー

ラ

へ

の

給

水

支

援

を

行

っ

た

。

１

後

支

は

駐

屯

地

給

水

塔

及

び

光

が

丘

公

園

の

災

害

給

水

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

（

東

京

都

練

馬

区

）

に

そ

れ

ぞ

れ

補

給

隊

の

給

水

支

援

組

を

派

遣

し

、

各

取

水

点

で

の

水

質

検

査

及

び

水

質

判

定

を

迅

速

・

正

確

に

行

う

と

と

も

に

、

練

馬

駐

屯

地

給

水

塔

か

ら

の

取

水

で

は

浄

水

が

必

要

と

の

水

質

判

定

結

果

か

ら

、

浄

水

セ

ッ

ト

を

展

開

し

て

浄

水

し

た

給

水

に

よ

り

駐

屯

地

食

堂

の

運

営

に

寄

与

し

た

。

光

が

丘

公

園

の

災

害

給

水

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

は

、

災

害

等

に

備

え

大

型

の

緊

急

車

両

等

が

円

滑

に

進

入

で

き

る

よ

う

に

整

備

さ

れ

て

い

る

た

め

、

公

園

管

理

事

務

所

と

の

連

携

に

よ

り

、

補

給

隊

は

迅

速

に

取

水

点

ま

で

進

入

で

き

た

。

進

入

後

に

は

緊

急

車

両

等

の

受

入

れ

準

備

を

行

っ

て

い

た

東

京

都

水

道

局

と

連

携

し

て

速

や

か

に

水

質

確

認

と

取

水

を

行

い

、

練

馬

駐

屯

地

に

お

い

て

駐

屯

地

内

の

各

部

隊

に

給

水

支

援

を

行

っ

た

。

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

台

東

出

張

所

（

所

長

野

川

１

陸

尉

）

は

６

月

21

日

、

中

央

大

学

学

生

の

海

上

自

衛

隊

横

須

賀

地

方

隊

部

隊

見

学

を

支

援

し

た

。

こ

の

部

隊

見

学

は

、

中

央

大

学

法

学

部

学

生

か

ら

、

「

海

洋

国

家

で

あ

る

我

が

国

の

領

海

の

防

衛

を

担

う

海

上

自

衛

隊

の

護

衛

艦

及

び

潜

水

艦

の

見

学

を

し

た

い

。

」

と

の

熱

烈

な

オ

フ

ァ

ー

を

受

け

企

画

に

至

り

、

海

上

自

衛

隊

横

須

賀

地

方

隊

の

協

力

を

い

た

だ

い

て

、

第

２

護

衛

隊

群

所

属

の

護

衛

艦

「

た

か

な

み

」

及

び

第

11

潜

水

隊

所

属

の

潜

水

艦

「

た

い

げ

い

」

の

特

別

公

開

が

実

現

し

た

。

ま

ず

は

護

衛

艦

の

機

関

操

作

室

に

お

い

て

見

学

を

実

施

し

た

。

機

関

操

作

室

に

は

艦

内

の

状

態

を

一

手

に

把

握

で

き

る

制

御

シ

ス

テ

ム

が

あ

り

、

学

生

た

ち

は

簡

明

で

機

能

的

な

シ

ス

テ

ム

に

大

変

興

味

を

抱

い

て

い

る

様

子

で

あ

っ

た

。

次

い

で

護

衛

艦

内

の

食

堂

に

お

い

て

乗

組

員

と

懇

談

会

を

開

催

し

た

。

学

生

た

ち

は

海

上

自

衛

官

と

し

て

の

や

り

が

い

や

入

隊

を

選

択

し

た

決

め

手

等

に

つ

い

て

質

問

し

会

話

が

弾

ん

だ

。

最

後

に

潜

水

艦

の

概

要

説

明

を

乗

組

員

か

ら

受

け

、

艦

内

見

学

を

実

施

し

た

。

学

生

た

ち

は

普

段

見

る

こ

と

出

来

な

い

潜

水

艦

の

構

造

を

見

学

す

る

こ

と

が

出

来

て

満

足

げ

な

表

情

を

浮

か

べ

て

い

た

。

参

加

し

た

学

生

た

ち

か

ら

は

、

「

わ

が

国

の

生

命

線

で

あ

る

海

洋

の

自

由

と

安

全

を

守

る

、

海

上

自

衛

隊

の

重

責

を

感

じ

る

こ

と

が

で

き

た

。

」

、

「

最

新

鋭

の

潜

水

艦

に

搭

載

さ

れ

て

い

る

技

術

の

高

さ

に

驚

愕

し

ま

し

た

。

」

、

「

護

衛

艦

、

潜

水

艦

の

乗

組

員

の

皆

さ

ん

の

雰

囲

気

の

良

さ

か

ら

職

場

の

魅

力

を

感

じ

取

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

」

な

ど

の

感

想

が

聞

か

れ

た

。

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

台

東

出

張

所

は

、

自

衛

隊

の

魅

力

を

発

信

し

て

募

集

対

象

者

に

自

衛

隊

が

職

業

の

選

択

の

一

つ

と

な

れ

る

よ

う

に

対

象

者

フ

ァ

ー

ス

ト

で

募

集

活

動

を

行

っ

て

い

く

と

し

て

い

る

。

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

世

田

谷

募

集

案

内

所

（

所

長

巻

口

３

陸

佐

）

は

６

月

17

日

、

国

士

舘

大

学

の

柴

田

講

師

並

び

に

そ

の

ゼ

ミ

生

31

名

及

び

日

本

大

学

の

海

上

自

衛

官

を

希

望

す

る

学

生

４

名

に

対

し

て

厚

木

航

空

基

地

見

学

を

実

施

し

た

。

午

前

中

の

メ

イ

ン

は

、

第

51

航

空

隊

の

支

援

に

よ

る

Ｐ

ー

３

Ｃ

哨

戒

機

及

び

Ｓ

Ｈ

ー

60

Ｋ

哨

戒

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

の

機

内

見

学

で

あ

っ

た

。

エ

プ

ロ

ン

及

び

格

納

庫

で

実

機

を

見

た

学

生

達

は

、

そ

の

大

き

さ

と

機

内

の

緻

密

な

装

置

に

圧

倒

さ

れ

て

い

た

。

ま

た

、

搭

乗

員

か

ら

の

機

体

の

特

徴

で

あ

る

レ

ー

ダ

ー

や

ソ

ノ

ブ

イ

等

の

説

明

を

、

真

剣

な

表

情

で

聞

い

て

い

た

。

機

内

で

は

搭

乗

員

達

か

ら

設

備

や

仕

事

に

つ

い

て

説

明

を

受

け

た

り

、

実

際

に

コ

ッ

ク

ピ

ッ

ト

の

操

縦

席

に

座

っ

た

り

と

貴

重

な

体

験

が

で

き

感

激

し

て

い

た

。

ま

た

、

午

後

か

ら

は

航

空

機

の

整

備

現

場

を

見

学

し

、

整

備

員

か

ら

の

説

明

を

受

け

る

こ

と

で

緻

密

な

航

空

機

整

備

の

魅

力

と

や

り

が

い

を

感

じ

る

こ

と

が

で

き

た

。

参

加

者

か

ら

は

、

「

実

際

に

自

衛

隊

で

働

い

て

い

る

隊

員

か

ら

仕

事

の

や

り

が

い

等

を

聞

い

て

自

衛

隊

も

選

択

肢

に

入

れ

て

み

よ

う

か

な

と

思

い

ま

し

た

。

と

て

も

有

意

義

な

時

間

で

し

た

。

」

等

の

意

見

が

聞

か

れ

、

自

衛

隊

に

対

す

る

理

解

の

促

進

と

受

験

意

欲

の

向

上

が

図

れ

た

様

子

で

あ

っ

た

。

世

田

谷

募

集

案

内

所

で

は

、

今

後

も

募

集

対

象

者

の

ニ

ー

ズ

に

応

じ

た

活

動

を

行

う

と

と

も

に

、

大

学

と

連

携

し

た

広

報

活

動

を

実

施

し

て

防

衛

省

・

自

衛

隊

に

対

す

る

理

解

を

深

め

、

自

衛

官

募

集

業

務

に

対

す

る

協

力

関

係

の

強

化

を

図

っ

て

い

く

と

し

て

い

る

。

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

港

出

張

所

（

所

長

濱

田

３

陸

佐

）

は

７

月

５

日

、

新

島

高

等

学

校

（

東

京

都

新

島

村

）

に

お

い

て

、

学

校

か

ら

の

依

頼

に

基

づ

き

、

高

齢

化

が

進

む

新

島

村

の

若

年

層

に

対

し

て

防

災

意

識

の

醸

成

を

図

る

目

的

で

、

新

島

高

等

学

校

２

年

生

10

名

に

対

し

防

災

講

話

を

実

施

し

た

。所

長

に

よ

る

防

災

講

話

で

は

、

当

初

、

能

登

半

島

地

震

に

伴

う

自

衛

隊

の

災

害

派

遣

の

概

要

を

皮

切

り

に

、

今

後

起

こ

り

得

る

首

都

直

下

型

地

震

や

南

海

ト

ラ

フ

地

震

等

の

災

害

が

発

生

し

た

場

合

の

避

難

の

流

れ

、

避

難

の

判

断

、

避

難

時

の

注

意

事

項

及

び

避

難

所

生

活

で

の

留

意

点

に

つ

い

て

説

明

し

た

。

特

に

、

新

島

村

内

の

避

難

場

所

・

避

難

所

に

つ

い

て

認

識

さ

せ

る

と

と

も

に

、

高

齢

者

が

多

い

と

い

う

特

性

を

鑑

み

、

学

生

自

ら

が

自

助

だ

け

で

な

く

、

共

助

の

意

識

を

持

つ

こ

と

の

重

要

性

に

つ

い

て

説

明

し

た

。

こ

の

際

、

防

災

士

の

資

格

を

持

つ

学

生

か

ら

、

島

内

の

避

難

所

に

お

い

て

学

生

で

も

で

き

る

事

項

に

つ

い

て

補

足

説

明

を

し

て

も

ら

い

、

理

解

促

進

を

図

る

こ

と

が

で

き

た

。

防

災

講

話

後

に

は

、

実

技

と

し

て

自

衛

隊

式

の

止

血

法

を

紹

介

・

展

示

・

実

習

す

る

と

と

も

に

、

身

近

な

物

を

使

っ

て

止

血

す

る

方

法

に

つ

い

て

紹

介

し

た

。

参

加

し

た

学

生

か

ら

は

、

「

新

島

村

の

特

性

を

踏

ま

え

て

、

共

助

の

意

識

を

持

つ

こ

と

の

重

要

性

に

つ

い

て

再

認

識

し

た

。

」

、

「

実

際

に

被

災

し

た

場

合

、

避

難

所

生

活

に

な

る

こ

と

か

ら

普

段

か

ら

何

を

準

備

す

べ

き

か

、

ど

う

行

動

す

べ

き

か

を

知

っ

て

お

く

必

要

が

あ

る

こ

と

を

再

認

識

し

た

。

」

「

自

衛

隊

式

の

止

血

法

を

実

際

に

体

験

で

き

て

良

か

っ

た

。

」

等

の

感

想

が

聞

か

れ

た

。

港

出

張

所

は

、

今

後

も

新

島

高

等

学

校

で

の

防

災

講

話

に

協

力

し

、

防

災

意

識

の

醸

成

を

図

る

と

と

も

に

防

衛

省

・

自

衛

隊

の

理

解

を

促

進

し

、

人

材

の

確

保

に

取

り

組

ん

で

い

き

た

い

と

し

て

い

る

。

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

台

東

出

張

所

（

所

長

野

川

１

陸

尉

）

は

６

月

21

日

、

中

央

大

学

学

生

の

海

上

自

衛

隊

横

須

賀

地

方

隊

部

隊

見

学

を

支

援

し

た

。

こ

の

部

隊

見

学

は

、

中

央

大

学

法

学

部

学

生

か

ら

、

「

海

洋

国

家

で

あ

る

我

が

国

の

領

海

の

防

衛

を

担

う

海

上

自

衛

隊

の

護

衛

艦

及

び

潜

水

艦

の

見

学

を

し

た

い

。

」

と

の

熱

烈

な

オ

フ

ァ

ー

を

受

け

企

画

に

至

り

、

海

上

自

衛

隊

横

須

賀

地

方

隊

の

協

力

を

い

た

だ

い

て

、

第

２

護

衛

隊

群

所

属

の

護

衛

艦

「

た

か

な

み

」

及

び

第

11

潜

水

隊

所

属

の

潜

水

艦

「

た

い

げ

い

」

の

特

別

公

開

が

実

現

し

た

。

ま

ず

は

護

衛

艦

の

機

関

操

作

室

に

お

い

て

見

学

を

実

施

し

た

。

機

関

操

作

室

に

は

艦

内

の

状

態

を

一

手

に

把

握

で

き

る

制

御

シ

ス

テ

ム

が

あ

り

、

学

生

た

ち

は

簡

明

で

機

能

的

な

シ

ス

テ

ム

に

大

変

興

味

を

抱

い

て

い

る

様

子

で

あ

っ

た

。

次

い

で

護

衛

艦

内

の

食

堂

に

お

い

て

乗

組

員

と

懇

談

会

を

開

催

し

た

。

学

生

た

ち

は

海

上

自

衛

官

と

し

て

の

や

り

が

い

や

入

隊

を

選

択

し

た

決

め

手

等

に

つ

い

て

質

問

し

会

話

が

弾

ん

だ

。

最

後

に

潜

水

艦

の

概

要

説

明

を

乗

組

員

か

ら

受

け

、

艦

内

見

学

を

実

施

し

た

。

学

生

た

ち

は

普

段

見

る

こ

と

出

来

な

い

潜

水

艦

の

構

造

を

見

学

す

る

こ

と

が

出

来

て

満

足

げ

な

表

情

を

浮

か

べ

て

い

た

。

参

加

し

た

学

生

た

ち

か

ら

は

、

「

わ

が

国

の

生

命

線

で

あ

る

海

洋

の

自

由

と

安

全

を

守

る

、

海

上

自

衛

隊

の

重

責

を

感

じ

る

こ

と

が

で

き

た

。

」

、

「

最

新

鋭

の

潜

水

艦

に

搭

載

さ

れ

て

い

る

技

術

の

高

さ

に

驚

愕

し

ま

し

た

。

」

、

「

護

衛

艦

、

潜

水

艦

の

乗

組

員

の

皆

さ

ん

の

雰

囲

気

の

良

さ

か

ら

職

場

の

魅

力

を

感

じ

取

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

」

な

ど

の

感

想

が

聞

か

れ

た

。

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

台

東

出

張

所

は

、

自

衛

隊

の

魅

力

を

発

信

し

て

募

集

対

象

者

に

自

衛

隊

が

職

業

の

選

択

の

一

つ

と

な

れ

る

よ

う

に

対

象

者

フ

ァ

ー

ス

ト

で

募

集

活

動

を

行

っ

て

い

く

と

し

て

い

る

。

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

世

田

谷

募

集

案

内

所

（

所

長

巻

口

３

陸

佐

）

は

６

月

17

日

、

国

士

舘

大

学

の

柴

田

講

師

並

び

に

そ

の

ゼ

ミ

生

31

名

及

び

日

本

大

学

の

海

上

自

衛

官

を

希

望

す

る

学

生

４

名

に

対

し

て

厚

木

航

空

基

地

見

学

を

実

施

し

た

。

午

前

中

の

メ

イ

ン

は

、

第

51

航

空

隊

の

支

援

に

よ

る

Ｐ

ー

３

Ｃ

哨

戒

機

及

び

Ｓ

Ｈ

ー

60

Ｋ

哨

戒

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

の

機

内

見

学

で

あ

っ

た

。

エ

プ

ロ

ン

及

び

格

納

庫

で

実

機

を

見

た

学

生

達

は

、

そ

の

大

き

さ

と

機

内

の

緻

密

な

装

置

に

圧

倒

さ

れ

て

い

た

。

ま

た

、

搭

乗

員

か

ら

の

機

体

の

特

徴

で

あ

る

レ

ー

ダ

ー

や

ソ

ノ

ブ

イ

等

の

説

明

を

、

真

剣

な

表

情

で

聞

い

て

い

た

。

機

内

で

は

搭

乗

員

達

か

ら

設

備

や

仕

事

に

つ

い

て

説

明

を

受

け

た

り

、

実

際

に

コ

ッ

ク

ピ

ッ

ト

の

操

縦

席

に

座

っ

た

り

と

貴

重

な

体

験

が

で

き

感

激

し

て

い

た

。

ま

た

、

午

後

か

ら

は

航

空

機

の

整

備

現

場

を

見

学

し

、

整

備

員

か

ら

の

説

明

を

受

け

る

こ

と

で

緻

密

な

航

空

機

整

備

の

魅

力

と

や

り

が

い

を

感

じ

る

こ

と

が

で

き

た

。

参

加

者

か

ら

は

、

「

実

際

に

自

衛

隊

で

働

い

て

い

る

隊

員

か

ら

仕

事

の

や

り

が

い

等

を

聞

い

て

自

衛

隊

も

選

択

肢

に

入

れ

て

み

よ

う

か

な

と

思

い

ま

し

た

。

と

て

も

有

意

義

な

時

間

で

し

た

。

」

等

の

意

見

が

聞

か

れ

、

自

衛

隊

に

対

す

る

理

解

の

促

進

と

受

験

意

欲

の

向

上

が

図

れ

た

様

子

で

あ

っ

た

。

世

田

谷

募

集

案

内

所

で

は

、

今

後

も

募

集

対

象

者

の

ニ

ー

ズ

に

応

じ

た

活

動

を

行

う

と

と

も

に

、

大

学

と

連

携

し

た

広

報

活

動

を

実

施

し

て

防

衛

省

・

自

衛

隊

に

対

す

る

理

解

を

深

め

、

自

衛

官

募

集

業

務

に

対

す

る

協

力

関

係

の

強

化

を

図

っ

て

い

く

と

し

て

い

る

。

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

港

出

張

所

（

所

長

濱

田

３

陸

佐

）

は

７

月

５

日

、

新

島

高

等

学

校

（

東

京

都

新

島

村

）

に

お

い

て

、

学

校

か

ら

の

依

頼

に

基

づ

き

、

高

齢

化

が

進

む

新

島

村

の

若

年

層

に

対

し

て

防

災

意

識

の

醸

成

を

図

る

目

的

で

、

新

島

高

等

学

校

２

年

生

10

名

に

対

し

防

災

講

話

を

実

施

し

た

。所

長

に

よ

る

防

災

講

話

で

は

、

当

初

、

能

登

半

島

地

震

に

伴

う

自

衛

隊

の

災

害

派

遣

の

概

要

を

皮

切

り

に

、

今

後

起

こ

り

得

る

首

都

直

下

型

地

震

や

南

海

ト

ラ

フ

地

震

等

の

災

害

が

発

生

し

た

場

合

の

避

難

の

流

れ

、

避

難

の

判

断

、

避

難

時

の

注

意

事

項

及

び

避

難

所

生

活

で

の

留

意

点

に

つ

い

て

説

明

し

た

。

特

に

、

新

島

村

内

の

避

難

場

所

・

避

難

所

に

つ

い

て

認

識

さ

せ

る

と

と

も

に

、

高

齢

者

が

多

い

と

い

う

特

性

を

鑑

み

、

学

生

自

ら

が

自

助

だ

け

で

な

く

、

共

助

の

意

識

を

持

つ

こ

と

の

重

要

性

に

つ

い

て

説

明

し

た

。

こ

の

際

、

防

災

士

の

資

格

を

持

つ

学

生

か

ら

、

島

内

の

避

難

所

に

お

い

て

学

生

で

も

で

き

る

事

項

に

つ

い

て

補

足

説

明

を

し

て

も

ら

い

、

理

解

促

進

を

図

る

こ

と

が

で

き

た

。

防

災

講

話

後

に

は

、

実

技

と

し

て

自

衛

隊

式

の

止

血

法

を

紹

介

・

展

示

・

実

習

す

る

と

と

も

に

、

身

近

な

物

を

使

っ

て

止

血

す

る

方

法

に

つ

い

て

紹

介

し

た

。

参

加

し

た

学

生

か

ら

は

、

「

新

島

村

の

特

性

を

踏

ま

え

て

、

共

助

の

意

識

を

持

つ

こ

と

の

重

要

性

に

つ

い

て

再

認

識

し

た

。

」

、

「

実

際

に

被

災

し

た

場

合

、

避

難

所

生

活

に

な

る

こ

と

か

ら

普

段

か

ら

何

を

準

備

す

べ

き

か

、

ど

う

行

動

す

べ

き

か

を

知

っ

て

お

く

必

要

が

あ

る

こ

と

を

再

認

識

し

た

。

」

「

自

衛

隊

式

の

止

血

法

を

実

際

に

体

験

で

き

て

良

か

っ

た

。

」

等

の

感

想

が

聞

か

れ

た

。

港

出

張

所

は

、

今

後

も

新

島

高

等

学

校

で

の

防

災

講

話

に

協

力

し

、

防

災

意

識

の

醸

成

を

図

る

と

と

も

に

防

衛

省

・

自

衛

隊

の

理

解

を

促

進

し

、

人

材

の

確

保

に

取

り

組

ん

で

い

き

た

い

と

し

て

い

る

。

第１師団第１師団

鳥

海

陸

将

第

41

代

師

団

長

に

着

任

鳥

海

陸

将

第

41

代

師

団

長

に

着

任

行進儀じょう行進儀じょう

愛娘と２ショット愛娘と２ショット

愛

す

る

家

族

の

も

と

へ

無

事

帰

国

愛

す

る

家

族

の

も

と

へ

無

事

帰

国

各

関

係

機

関

と

の

連

携

に

よ

る

実

効

性

の

向

上

各

関

係

機

関

と

の

連

携

に

よ

る

実

効

性

の

向

上

東

京

地

本

コ

ー

ナ

ー

東

京

地

本

コ

ー

ナ

ー

海

上

自

衛

隊

の

魅

力

を

発

信

海

上

自

衛

隊

の

魅

力

を

発

信

大

学

生

が

ゼ

ミ

教

官

と

厚

木

航

空

基

地

見

学

大

学

生

が

ゼ

ミ

教

官

と

厚

木

航

空

基

地

見

学

新

島

高

等

学

校

で

防

災

講

話

を

実

施

新

島

高

等

学

校

で

防

災

講

話

を

実

施

乗組員との懇談会乗組員との懇談会

搭乗員による説明搭乗員による説明

所長による防災講話所長による防災講話

北

区

防

衛

協

会

は

2
0
1
5

年

に

設

立

し

て

以

来

、

一

貫

し

て

陸

海

空

す

べ

て

の

兵

站

の

中

心

と

な

る

十

条

自

衛

隊

、

首

都

防

衛

の

要

と

な

る

陸

上

自

衛

隊

第

１

師

団

及

び

練

馬

駐

屯

地

、

ま

た

、

地

元

北

区

で

の

自

衛

官

採

用

活

動

拠

点

で

あ

る

防

衛

省

東

京

地

方

協

力

本

部

北

地

域

事

務

所

へ

の

支

援

や

各

種

行

事

へ

の

参

加

及

び

活

動

協

力

、

さ

ら

に

は

防

衛

思

想

の

普

及

に

努

め

て

き

ま

し

た

。

本

年

4

月

に

実

施

さ

れ

た

第

１

師

団

創

立

62

周

年

記

念

行

事

で

当

時

の

兒

玉

第

１

師

団

長

が

式

辞

「

戦

う

？

1
3
.
2

％

」

で

指

摘

さ

れ

た

よ

う

に

、

第

一

線

で

戦

う

自

衛

官

だ

け

で

は

、

侵

略

戦

争

に

は

勝

て

な

い

。

政

治

や

外

交

、

自

衛

隊

の

作

戦

行

動

を

支

え

る

に

は

、

国

家

の

財

政

基

盤

が

維

持

さ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

ず

、

そ

の

た

め

に

は

経

済

活

動

が

重

要

で

あ

る

。

多

く

の

国

民

が

国

内

に

と

ど

ま

り

、

ラ

イ

フ

ラ

イ

ン

や

食

料

、

エ

ネ

ル

ギ

ー

を

維

持

し

、

政

治

・

経

済

・

外

交

活

動

を

支

え

自

衛

隊

が

防

衛

作

戦

を

遂

行

し

て

い

く

。

す

な

わ

ち

国

民

一

人

ひ

と

り

に

と

っ

て

戦

う

と

は

、

自

分

に

で

き

る

こ

と

で

国

に

貢

献

す

る

こ

と

。

簡

単

に

言

え

ば

「

普

段

の

仕

事

を

し

っ

か

り

続

け

る

事

」

な

の

で

す

。

こ

の

言

葉

を

励

み

に

し

て

、

今

後

と

も

防

衛

思

想

の

普

及

と

防

衛

協

会

活

動

を

更

に

前

に

進

め

て

行

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

会

長

小

俣

雅

宏

今

年

６

月

で

、

府

中

市

防

衛

協

会

は

2

年

目

を

迎

え

た

、

府

中

市

は

府

中

刑

務

所

や

東

京

競

馬

場

が

有

名

で

、

府

中

駅

前

の

再

開

発

と

共

に

昭

和

の

良

き

時

代

の

町

は

、

ビ

ル

が

林

立

す

る

郊

外

の

街

に

変

わ

り

、

住

み

易

い

町

の

雰

囲

気

が

薄

れ

て

し

ま

っ

た

。

東

府

中

駅

よ

り

北

側

に

伸

び

る

道

路

は

克

っ

て

の

陸

軍

燃

料

廠

正

門

に

至

る

道

路

で

有

っ

た

。

戦

後

は

進

駐

軍

に

占

領

さ

れ

、

門

前

に

は

米

軍

相

手

の

様

々

な

店

が

立

ち

並

び

、

英

語

の

ネ

オ

ン

サ

イ

ン

が

煌

び

や

か

な

通

り

で

有

っ

た

。

そ

の

後

、

昭

和

29

年

に

自

衛

隊

が

発

足

す

る

と

、

航

空

自

衛

隊

府

中

基

地

と

し

て

生

ま

れ

変

わ

り

、

防

衛

産

業

の

企

業

と

関

連

の

中

小

の

事

業

所

は

、

府

中

の

商

工

業

の

発

展

に

欠

か

せ

な

い

存

在

で

有

り

、

競

馬

場

と

共

に

府

中

基

地

は

府

中

市

の

シ

ン

ボ

ル

で

有

り

市

民

に

親

し

ま

れ

て

い

る

。

府

中

市

に

は

府

中

基

地

懇

話

会

な

る

団

体

が

あ

り

、

府

中

基

地

と

市

民

と

の

交

流

の

機

会

が

設

け

ら

れ

て

い

る

が

、

日

本

の

防

衛

を

考

え

自

衛

隊

を

積

極

的

に

支

援

す

る

団

体

が

無

く

、

多

摩

地

域

の

他

市

に

防

衛

協

会

が

設

立

さ

れ

て

い

る

が

、

航

空

自

衛

隊

府

中

基

地

を

擁

す

る

府

中

市

に

防

衛

協

会

が

無

い

の

は

不

思

議

で

あ

っ

た

。

そ

こ

で

、

５

年

程

前

よ

り

他

団

体

と

目

的

や

事

業

が

重

複

し

な

い

会

の

発

足

を

目

指

し

て

、

市

議

会

議

員

や

都

議

会

議

員

の

先

生

方

と

設

立

に

向

け

た

勉

強

会

を

開

催

し

て

参

り

ま

し

た

。

し

か

し

、

新

型

コ

ロ

ナ

肺

炎

の

蔓

延

に

よ

り

、

経

済

や

社

会

の

す

べ

て

の

活

動

が

制

限

さ

れ

、

防

衛

協

会

設

立

の

準

備

も

休

止

を

余

儀

な

く

さ

れ

て

し

ま

い

ま

し

た

。

昨

年

に

は

、

新

型

コ

ロ

ナ

肺

炎

も

第

５

類

に

区

別

さ

れ

て

、

社

会

生

活

が

段

々

と

以

前

に

戻

り

つ

つ

有

る

中

で

、

自

衛

隊

創

立

70

周

年

の

佳

節

に

、

是

非

府

中

市

防

衛

協

会

を

設

立

し

た

い

と

、

地

元

の

衆

議

院

議

員

の

長

島

昭

久

先

生

に

相

談

い

た

し

、

東

京

都

防

衛

協

会

や

立

川

市

防

衛

協

会

の

皆

様

を

ご

紹

介

戴

き

、

準

備

を

再

開

致

す

事

に

成

り

ま

し

た

。

昨

年

６

月

に

設

立

総

会

を

開

催

致

し

、

当

時

の

浜

田

防

衛

大

臣

に

記

念

講

演

を

お

願

い

し

、

東

京

都

防

衛

協

会

の

皆

様

や

近

隣

防

衛

協

会

の

皆

様

を

お

招

き

致

し

盛

大

に

開

催

す

る

事

が

出

来

ま

し

た

が

、

初

年

度

は

事

業

計

画

に

不

慣

れ

で

資

金

的

に

も

余

裕

が

無

く

、

多

難

の

船

出

で

有

り

ま

し

た

。

2

年

度

を

迎

え

て

府

中

基

地

見

学

会

や

普

段

は

訪

れ

る

事

が

出

来

な

い

、

防

衛

施

設

の

見

学

会

や

研

修

会

を

開

催

い

た

す

予

定

で

有

り

ま

す

。

酷

暑

が

続

く

中

で

す

が

、

秋

の

研

修

事

業

の

実

施

に

向

け

て

、

計

画

を

練

っ

て

居

る

最

中

で

有

り

ま

す

。

他

地

区

の

防

衛

協

会

の

皆

様

に

ご

指

導

を

賜

り

な

が

ら

、

有

意

義

な

活

動

を

行

っ

て

参

り

た

い

と

思

っ

て

お

り

ま

す

。

ご

教

導

の

程

を

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

会

長

猿

渡

昌

盛

北

区

防

衛

協

会

は

2
0
1
5

年

に

設

立

し

て

以

来

、

一

貫

し

て

陸

海

空

す

べ

て

の

兵

站

の

中

心

と

な

る

十

条

自

衛

隊

、

首

都

防

衛

の

要

と

な

る

陸

上

自

衛

隊

第

１

師

団

及

び

練

馬

駐

屯

地

、

ま

た

、

地

元

北

区

で

の

自

衛

官

採

用

活

動

拠

点

で

あ

る

防

衛

省

東

京

地

方

協

力

本

部

北

地

域

事

務

所

へ

の

支

援

や

各

種

行

事

へ

の

参

加

及

び

活

動

協

力

、

さ

ら

に

は

防

衛

思

想

の

普

及

に

努

め

て

き

ま

し

た

。

本

年

4

月

に

実

施

さ

れ

た

第

１

師

団

創

立

62

周

年

記

念

行

事

で

当

時

の

兒

玉

第

１

師

団

長

が

式

辞

「

戦

う

？

1
3
.
2

％

」

で

指

摘

さ

れ

た

よ

う

に

、

第

一

線

で

戦

う

自

衛

官

だ

け

で

は

、

侵

略

戦

争

に

は

勝

て

な

い

。

政

治

や

外

交

、

自

衛

隊

の

作

戦

行

動

を

支

え

る

に

は

、

国

家

の

財

政

基

盤

が

維

持

さ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

ず

、

そ

の

た

め

に

は

経

済

活

動

が

重

要

で

あ

る

。

多

く

の

国

民

が

国

内

に

と

ど

ま

り

、

ラ

イ

フ

ラ

イ

ン

や

食

料

、

エ

ネ

ル

ギ

ー

を

維

持

し

、

政

治

・

経

済

・

外

交

活

動

を

支

え

自

衛

隊

が

防

衛

作

戦

を

遂

行

し

て

い

く

。

す

な

わ

ち

国

民

一

人

ひ

と

り

に

と

っ

て

戦

う

と

は

、

自

分

に

で

き

る

こ

と

で

国

に

貢

献

す

る

こ

と

。

簡

単

に

言

え

ば

「

普

段

の

仕

事

を

し

っ

か

り

続

け

る

事

」

な

の

で

す

。

こ

の

言

葉

を

励

み

に

し

て

、

今

後

と

も

防

衛

思

想

の

普

及

と

防

衛

協

会

活

動

を

更

に

前

に

進

め

て

行

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

会

長

小

俣

雅

宏

今

年

６

月

で

、

府

中

市

防

衛

協

会

は

2

年

目

を

迎

え

た

、

府

中

市

は

府

中

刑

務

所

や

東

京

競

馬

場

が

有

名

で

、

府

中

駅

前

の

再

開

発

と

共

に

昭

和

の

良

き

時

代

の

町

は

、

ビ

ル

が

林

立

す

る

郊

外

の

街

に

変

わ

り

、

住

み

易

い

町

の

雰

囲

気

が

薄

れ

て

し

ま

っ

た

。

東

府

中

駅

よ

り

北

側

に

伸

び

る

道

路

は

克

っ

て

の

陸

軍

燃

料

廠

正

門

に

至

る

道

路

で

有

っ

た

。

戦

後

は

進

駐

軍

に

占

領

さ

れ

、

門

前

に

は

米

軍

相

手

の

様

々

な

店

が

立

ち

並

び

、

英

語

の

ネ

オ

ン

サ

イ

ン

が

煌

び

や

か

な

通

り

で

有

っ

た

。

そ

の

後

、

昭

和

29

年

に

自

衛

隊

が

発

足

す

る

と

、

航

空

自

衛

隊

府

中

基

地

と

し

て

生

ま

れ

変

わ

り

、

防

衛

産

業

の

企

業

と

関

連

の

中

小

の

事

業

所

は

、

府

中

の

商

工

業

の

発

展

に

欠

か

せ

な

い

存

在

で

有

り

、

競

馬

場

と

共

に

府

中

基

地

は

府

中

市

の

シ

ン

ボ

ル

で

有

り

市

民

に

親

し

ま

れ

て

い

る

。

府

中

市

に

は

府

中

基

地

懇

話

会

な

る

団

体

が

あ

り

、

府

中

基

地

と

市

民

と

の

交

流

の

機

会

が

設

け

ら

れ

て

い

る

が

、

日

本

の

防

衛

を

考

え

自

衛

隊

を

積

極

的

に

支

援

す

る

団

体

が

無

く

、

多

摩

地

域

の

他

市

に

防

衛

協

会

が

設

立

さ

れ

て

い

る

が

、

航

空

自

衛

隊

府

中

基

地

を

擁

す

る

府

中

市

に

防

衛

協

会

が

無

い

の

は

不

思

議

で

あ

っ

た

。

そ

こ

で

、

５

年

程

前

よ

り

他

団

体

と

目

的

や

事

業

が

重

複

し

な

い

会

の

発

足

を

目

指

し

て

、

市

議

会

議

員

や

都

議

会

議

員

の

先

生

方

と

設

立

に

向

け

た

勉

強

会

を

開

催

し

て

参

り

ま

し

た

。

し

か

し

、

新

型

コ

ロ

ナ

肺

炎

の

蔓

延

に

よ

り

、

経

済

や

社

会

の

す

べ

て

の

活

動

が

制

限

さ

れ

、

防

衛

協

会

設

立

の

準

備

も

休

止

を

余

儀

な

く

さ

れ

て

し

ま

い

ま

し

た

。

昨

年

に

は

、

新

型

コ

ロ

ナ

肺

炎

も

第

５

類

に

区

別

さ

れ

て

、

社

会

生

活

が

段

々

と

以

前

に

戻

り

つ

つ

有

る

中

で

、

自

衛

隊

創

立

70

周

年

の

佳

節

に

、

是

非

府

中

市

防

衛

協

会

を

設

立

し

た

い

と

、

地

元

の

衆

議

院

議

員

の

長

島

昭

久

先

生

に

相

談

い

た

し

、

東

京

都

防

衛

協

会

や

立

川

市

防

衛

協

会

の

皆

様

を

ご

紹

介

戴

き

、

準

備

を

再

開

致

す

事

に

成

り

ま

し

た

。

昨

年

６

月

に

設

立

総

会

を

開

催

致

し

、

当

時

の

浜

田

防

衛

大

臣

に

記

念

講

演

を

お

願

い

し

、

東

京

都

防

衛

協

会

の

皆

様

や

近

隣

防

衛

協

会

の

皆

様

を

お

招

き

致

し

盛

大

に

開

催

す

る

事

が

出

来

ま

し

た

が

、

初

年

度

は

事

業

計

画

に

不

慣

れ

で

資

金

的

に

も

余

裕

が

無

く

、

多

難

の

船

出

で

有

り

ま

し

た

。

2

年

度

を

迎

え

て

府

中

基

地

見

学

会

や

普

段

は

訪

れ

る

事

が

出

来

な

い

、

防

衛

施

設

の

見

学

会

や

研

修

会

を

開

催

い

た

す

予

定

で

有

り

ま

す

。

酷

暑

が

続

く

中

で

す

が

、

秋

の

研

修

事

業

の

実

施

に

向

け

て

、

計

画

を

練

っ

て

居

る

最

中

で

有

り

ま

す

。

他

地

区

の

防

衛

協

会

の

皆

様

に

ご

指

導

を

賜

り

な

が

ら

、

有

意

義

な

活

動

を

行

っ

て

参

り

た

い

と

思

っ

て

お

り

ま

す

。

ご

教

導

の

程

を

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

会

長

猿

渡

昌

盛

師

団

は

７

月

８

日

に

練

馬

駐

屯

地

体

育

館

に

お

い

て

、

７

月

10

日

に

板

妻

駐

屯

地

体

育

館

に

お

い

て

行

わ

れ

る

師

団

ら

っ

ぱ

隊

の

選

考

会

を

実

施

し

た

。

部

隊

か

ら

選

抜

さ

れ

た

ら

っ

ぱ

手

約

１

０

０

名

が

参

加

し

、

国

家

的

行

事

等

に

お

け

る

名

誉

と

誇

り

あ

る

師

団

ら

っ

ぱ

隊

の

一

員

の

座

を

懸

け

て

、

熱

き

吹

奏

、

ド

リ

ル

バ

ト

ル

が

繰

り

広

げ

ら

れ

た

。

本

選

考

会

は

一

般

公

開

さ

れ

約

１

０

０

名

の

方

が

質

実

と

も

に

熱

気

に

満

ち

た

選

考

会

を

手

に

汗

握

り

な

が

ら

観

覧

し

た

。

１

後

支

連

の

小

澤

士

長

は

令

和

２

年

に

ら

っ

ぱ

教

育

を

終

了

し

、

今

回

は

じ

め

て

１

後

支

連

で

の

選

考

会

上

位

に

入

り

、

師

団

選

考

会

の

チ

ケ

ッ

ト

を

つ

か

ん

だ

。

一

般

公

開

で

観

覧

に

来

た

母

親

が

見

守

る

緊

張

の

中

、

全

身

全

霊

を

懸

け

て

吹

奏

し

た

。

「

母

に

自

衛

隊

で

し

っ

か

り

頑

張

っ

て

い

る

こ

と

を

伝

え

れ

る

よ

う

、

気

持

ち

を

込

め

て

吹

奏

し

た

」

と

話

す

小

澤

士

長

に

母

の

友

美

さ

ん

は

「

娘

は

自

衛

隊

に

入

る

ま

で

音

楽

は

一

度

も

や

っ

た

こ

と

が

な

か

っ

た

。

頑

張

る

娘

を

ず

っ

と

電

話

越

し

に

応

援

し

続

け

る

し

か

な

か

っ

た

が

、

今

日

は

演

奏

す

る

娘

を

目

の

前

に

応

援

で

き

て

本

当

に

良

か

っ

た

。

誰

よ

り

も

上

手

に

演

奏

で

き

て

い

た

。

自

慢

の

娘

で

す

」

と

笑

顔

で

愛

娘

を

褒

め

て

い

た

。

（

第

１

師

団

広

報

班

）

師

団

は

７

月

８

日

に

練

馬

駐

屯

地

体

育

館

に

お

い

て

、

７

月

10

日

に

板

妻

駐

屯

地

体

育

館

に

お

い

て

行

わ

れ

る

師

団

ら

っ

ぱ

隊

の

選

考

会

を

実

施

し

た

。

部

隊

か

ら

選

抜

さ

れ

た

ら

っ

ぱ

手

約

１

０

０

名

が

参

加

し

、

国

家

的

行

事

等

に

お

け

る

名

誉

と

誇

り

あ

る

師

団

ら

っ

ぱ

隊

の

一

員

の

座

を

懸

け

て

、

熱

き

吹

奏

、

ド

リ

ル

バ

ト

ル

が

繰

り

広

げ

ら

れ

た

。

本

選

考

会

は

一

般

公

開

さ

れ

約

１

０

０

名

の

方

が

質

実

と

も

に

熱

気

に

満

ち

た

選

考

会

を

手

に

汗

握

り

な

が

ら

観

覧

し

た

。

１

後

支

連

の

小

澤

士

長

は

令

和

２

年

に

ら

っ

ぱ

教

育

を

終

了

し

、

今

回

は

じ

め

て

１

後

支

連

で

の

選

考

会

上

位

に

入

り

、

師

団

選

考

会

の

チ

ケ

ッ

ト

を

つ

か

ん

だ

。

一

般

公

開

で

観

覧

に

来

た

母

親

が

見

守

る

緊

張

の

中

、

全

身

全

霊

を

懸

け

て

吹

奏

し

た

。

「

母

に

自

衛

隊

で

し

っ

か

り

頑

張

っ

て

い

る

こ

と

を

伝

え

れ

る

よ

う

、

気

持

ち

を

込

め

て

吹

奏

し

た

」

と

話

す

小

澤

士

長

に

母

の

友

美

さ

ん

は

「

娘

は

自

衛

隊

に

入

る

ま

で

音

楽

は

一

度

も

や

っ

た

こ

と

が

な

か

っ

た

。

頑

張

る

娘

を

ず

っ

と

電

話

越

し

に

応

援

し

続

け

る

し

か

な

か

っ

た

が

、

今

日

は

演

奏

す

る

娘

を

目

の

前

に

応

援

で

き

て

本

当

に

良

か

っ

た

。

誰

よ

り

も

上

手

に

演

奏

で

き

て

い

た

。

自

慢

の

娘

で

す

」

と

笑

顔

で

愛

娘

を

褒

め

て

い

た

。

（

第

１

師

団

広

報

班

）
水道局員と連携して取水水道局員と連携して取水

も

っ

と

も

っ

と

大

き

な

舞

台

へ

熱

き

吹

奏

と

ド

リ

ル

バ

ト

ル

も

っ

と

も

っ

と

大

き

な

舞

台

へ

熱

き

吹

奏

と

ド

リ

ル

バ

ト

ル

娘の演奏を聞いて感激娘の演奏を聞いて感激

地区防衛協会コーナー地区防衛協会コーナー

北

区

北

区

府

中

市

府

中

市

ヘリコプター体験搭乗にてヘリコプター体験搭乗にて

設立総会での集合写真設立総会での集合写真


